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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 4日 (2005.11.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ３ 例 を 示 し て い る 。 上 述 し た 第 １ ～ ２ 例 の 場 合
が 、 肩 部 ４ ６ ａ の 軸 方 向 両 端 部 に 段 部 ３ ０ を 形 成 し て い た の に 対 し 、 本 例 の 場 合 に は 、 こ
の 段 部 ３ ０ を 、 肩 部 ４ ６ ｂ の 軸 方 向 一 端 部 （ 図 ８ の 右 端 部 ） に の み 形 成 す る 事 に よ り 、 加
工 工 数 の 低 減 を 図 っ て い る 。 又 、 本 例 の 場 合 、 上 記 段 部 ３ ０ は 、 上 記 肩 部 ４ ６ ｂ の 軸 方 向
両 端 部 の う ち 、 こ の 肩 部 ４ ６ ｂ の 高 さ 寸 法 （ こ の 肩 部 ４ ６ ｂ の 基 端 縁 で あ る ７
の 底 面 ７ ａ か ら 、 こ の 肩 部 ４ ６ ｂ の 先 端 面 で あ る 内 輪 ２ Ｃ の 外 周 面 ２ ａ ま で の 直 径 方 向 に
亙 る 寸 法 ） が 大 き い 側 の 端 部 （ 図 ８ の 右 端 部 ） に 形 成 し て い る 。 本 例 の 場 合 、 上 記 段 部 ３
０ を 上 記 肩 部 ４ ６ ｂ の 高 さ 寸 法 が 大 き い 側 の 端 部 に 形 成 す る 事 と し た 理 由 は 、 以 下 の 通 り
で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 等 速 ジ ョ イ ン ト の 運 転 時 に 、 こ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の ジ ョ イ ン ト 角 が 大 き
く な り 、 し か も 大 き な ト ル ク を 伝 達 す る 事 に 伴 い 、 こ の 等 速 ジ ョ イ ン ト を 構 成 す る 各 ボ ー
ル ４ （ 図 １ ） が 上 記 肩 部 ４ ６ ｂ の 端 部 に 形 成 し た 上 記 段 部 ３ ０ の 端 縁 に 乗 り 上 げ た 場 合 に
は 、 前 記 ７ に 対 す る 上 記 各 ボ ー ル ４ の 接 触 楕 円 が 上 記 段 部 ３ ０ の 端 縁 部 分 で 途
切 れ 、 こ れ ら 各 ボ ー ル ４ の 転 動 面 に 所 謂 エ ッ ジ ロ ー ド が 加 わ る 。 こ れ ら 各 ボ ー ル ４ の 転 動
面 に こ の 様 な エ ッ ジ ロ ー ド が 加 わ る と 、 こ れ ら 各 ボ ー ル ４ の 転 が り 疲 れ 寿 命 が 著 し く 低 下
す る 。 但 し 、 こ の 場 合 に 、 上 記 各 ボ ー ル ４ の 転 動 面 と 上 記 段 部 ３ ０ の 端 縁 と の 接 触 圧 を 小
さ く で き れ ば 、 上 記 エ ッ ジ ロ ー ド に よ る 転 が り 疲 れ 寿 命 の 低 下 を 抑 え る 事 が で き る 。 こ の
為 、 本 例 の 場 合 に は 、 上 記 エ ッ ジ ロ ー ド に よ る 上 記 各 ボ ー ル ４ の 転 が り 疲 れ 寿 命 の 低 下 を
抑 え る べ く 、 こ れ ら 各 ボ ー ル ４ の 転 動 面 と 上 記 段 部 ３ ０ の 端 縁 と の 接 触 圧 が 最 も 小 さ く な
る 部 分 で あ る 、 上 記 肩 部 ４ ６ ｂ の 高 さ 寸 法 が 最 大 と な る 側 の 端 縁 （ 図 ８ の 右 端 縁 ） に 、 前
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記 段 部 ３ ０ を 形 成 す る 事 と し た 。 そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 は 、 前 述 し た 第 １ 例 の 場 合 と 同 様
で あ る 。
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